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ご
挨
拶 

令
和
七
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
、
一
年
が
過
ぎ
る
の

を
早
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
年
の
猛
暑
で
農
作
物
の

被
害
が
大
き
く
、
私
た
ち
の
財
布
を
締
め
付
け
ま
し
た
。

又
、ク
マ
の
出
没
は
地
球
の
異
変
を
予
告
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

今
年
も
「
歴
史
ツ
ア
ー
」「
歴
史
よ
も
や
ま
話
」「
街
歩
き
」

に 

た
く
さ
ん
の
方
が
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
来
年
も

更
に
楽
し
い
も
の
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
一
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 
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山田昌巌の碑 

出水郷 3 代地頭、勤勉尚武・産業

振興など善政を敷いた。 

「出水兵児修養掟」の基を作った。 

池田断層 

山川砂蒸し［砂湯里］の横に広がる、池

田湖の爆発で出来た巨大な断層。 

断崖の上には［たまて箱温泉］がある。 

出水小学校の校門 
出水に赴任する予定で島津義弘が
帖佐の屋敷の門を移築させたもの 
義弘は着任することはありません
でしたが、その後地頭仮屋御門と

して受け継がれました。 

 

 

 

 

 

 

 

出水麓武家屋敷にて 

出水の由緒ある武家屋敷庭園で 

ツアーのお客様一同 

鹿児島は面白い 

鹿児島は楽しい 

鹿児島は美味しい 

鹿児島は温かい 

   そして 

鹿児島は不思議の国 
 

出水麓名物牛車

物観光牛車 

モンゴルのマナヅル(WWF) 

http://www.kagoshima-/
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バ
ス
ツ
ア
ー
紀
行
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
井
俊
子 

 
豊
臣
秀
吉
と
薩
州
家
、国
境
を
護
っ
た
出
水
兵
児 

        《
薩
州
家
と
は
》 

十
一
月
二
十
九
日
八
時
半
、
中
央
駅
西
口
を
満
席
に
て

出
発
。
こ
の
日
も
快
晴
。
国
道
３
号
線
か
ら
３
２
８
号
線

は
戦
国
時
代
の
歴
史
満
載
の
ル
ー
ト
で
す
。 

出
水
を
治
め
た
薩
州
家
は
島
津
八
代
久
豊
の
二
男
用
久

を
祖
と
し
、
出
水
・
加
世
田
・
川
辺
を
領
有
し
て
、
五
代
実

久
は
姉
を
島
津
本
家
十
四
代
勝
久
に
嫁
が
せ
、
実
力
を

蓄
え
て
い

き
ま
し

た
。
時
は
下
剋
上
の

時
代
で
し
た
。
一
方

島
津
分
家
の
伊
作
家

の
忠
良
（
日
新
公
）
も

領
地
拡
大
に
成
功

し
、
頭
角
を
表
し
て

い
た
時
代
に
本
家
は

凋
落
す
る
ば
か
り
。

勝
久
は
救
い
を
忠
良
に
求
め
、
そ
の
子
貴
久
を
養
子
に

迎
え
、
清
水
城
に
入
城
さ
せ
ま
し
た
。
貴
久
十
四
才
の
時

で
し
た
。
そ
れ
に
激
怒
し
た
実
久
は
貴
久
を
城
か
ら
追

い
出
し
、
両
者
の
間
に
戦
い
が
始
ま
り
、
実
久
が
加
世
田

別
府
城
に
い
る
と
こ
ろ
を
急
襲
さ
れ
て
敗
れ
、
出
水
に

戻
り
ま
し
た
。  

天
文
十
四
年(

１
５
４
５
）
貴
久
は
近
衛
種
家
卿
か
ら
衣

冠
束
帯
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
薩
州
家
六
代

義
虎
は
本
家
の
十
六
代
義
久
の
長
女
於
平
と
再
婚
し
、

三
人
の
男
子
の
父
親
と
な
り
ま
し
た
。
於
平
と
の
夫
婦

仲
は
大
変
良
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

《
入
来
院
》 

戦
国
島
津
四
兄
弟
の
義
久
・
義
弘
・
歳
久
の
母
親
は
入
来

院
重
聡
の
娘
で
す
が
、
亡
き
あ
と
は
伊
集
院
の
雪
窓
院

に
葬
ら
れ
、
雪
窓
夫
人
と
称
さ
れ
ま
し
た
。 

入
来
の
大
宮
神
社
は
別
名
「
日
の
丸
神
社
と
呼
ば
れ
、
十

二
月
三
十
一
日
の
深
夜
に
舞
わ
れ
る
「
君
が
代
」
は
必
見

で
す
。 

《
薩
州
家
の
墓
に
眠
る
忠
辰
》 

天
正
十
五
年
（
１
５
８
７
）
豊
臣
秀
吉
が
九
州
平
定
の
為

と
称
し
て
、
弟
の
秀
長
と
共
に
乗
り
込
ん
で
来
ま
し
た
。

秀
吉
は
肥
後
か
ら
薩
摩
に
入
国
し
、
薩
州
家
の
忠
辰
が

迎
え
ま
し
た
。
老
練
な
秀
吉
は
二
十
一
才
の
忠
辰
に
何

を
吹
き
込
ん
だ
の
か
。
程
な
く
起
き
た
朝
鮮
の
役
に
出

兵
し
ま
す
が
、
不
審
な
行
動
で
秀
吉
の
怒
り
を
か
い
改

易
さ
れ
、
そ
の
後
朝
鮮

の
加
徳
島
で
死
を
遂
げ

ま
す
。
忠
辰
の
死
の
謎

は
解
明
さ
れ
て
お
ら

ず
。
秀
吉
・
島
津
本
家
・

忠
辰
と
の
間
に
は
秘
密

が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。 

《
忠
辰
の
異
母
弟
忠
清
》 

忠
辰
が
朝
鮮
で
な
く
な
り
薩
州
家
は
断
絶
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
異
母
弟
た
ち
は
宇
土
城
の
小
西
行
長
に
預

け
ら
れ
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
行
長
は
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
と
し
て
有
名
で
す
が
、こ
の
弟
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教

の
影
響
は
受
け
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

慶
長
五
年
（
１
６
０
０
）関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
に
つ
い
た

行
長
は
徳
川
家
康
に
敗
れ
、
敗
走
の
途
中
捕
え
ら
れ
、
京

都
六
条
河
原
で
処
刑
さ
れ
ま
す
。
行
長
の
葬
儀
は
キ
リ

ス
ト
教
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
長
の
妻
は
洗
礼
名
カ
タ

リ
ナ
と
い
う
女
性
で
す
が
、
行
長
亡
き
あ
と
成
長
し
て

い
た
忠
辰
の
弟
忠
清
と
結
婚
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
二

人
の
間
に
慶
安
と
い
う
女
子
が
誕
生
し
ま
す
が
、
成
長

す
る
と
、
島
津
初
代
藩
主
家
久
（
忠
恒
）は
側
室
と
し
、
二

人
の
間
に
男
子
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
子
は
長
じ
て
家

久
の
後
を
継
い
で
第
二
代
藩
主
光
久
と
な
り
ま
す
。
ま

た
忠
清
は
薩
州
家
に
嫁
い
だ
島
津
十
六
代
義
久
の
長
女

於
平
が
生
ん
だ
子
供
で
あ
り
、
家
久
は
十
七
代
義
弘
の

子
供
で
す
。
光
久
は
義
久
、
義
弘
の
血
を
受
け
継
い
だ
と

同
時
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
血
も
受
け
継
い
だ
と
い
う
わ

け
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
程 

中
央
駅
＝
＝
入
来
＝
薩
州
家
墓
地
・
山
田
昌
巌
碑
＝
＝
出

水
麓
武
家
屋
敷
（
伊
藤
邸
・
秀
吉
腰
掛
石
）＝
＝
い
わ
し
茶

屋
（
昼
食
）＝
＝
出
水
酒
造
（
一
五
代
沈
壽
官
作
品
展
示
）
＝

＝
野
間
の
関
＝
＝
境
川
・
境
橋
＝
＝
特
産
館
い
ず
み
＝
＝

入
来
＝
＝
中
央
駅 

薩州家歴代当主の墓 

秀吉の腰掛石 

 
 
 
 

薩
州
家
義
虎 

 

忠
辰(

母 

相
良
氏
娘) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
隣(

日
置
家
養
子) 

義
久 

 

於
平 

 
 
 
 

忠
清 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
安 

 
 
 
 
 
 
 
 

カ
タ
リ
ナ
永
俊
尼 

 
 
 
 

光
久 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
恒(

家
久) 

義
弘 

 

忠
恒 

 
 
 

小
西
行
長 
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カ
タ
リ
ナ
は
仏
教
へ
の
帰
依
を
強
要
さ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
信
仰
心
は
強
く
、
困
り
果
て
た
家
久
は
カ
タ
リ
ナ
を

種
子
島
に
送
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
カ
タ
リ
ナ
は
種
子
島
で

生
涯
を
終
え
ま
す
が
、
お
墓
に
は
「
カ
タ
リ
ナ
永
俊
尼
」

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
墓
石
は
山
川
石
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 《
野
間
の
関
址
》 

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
薩
摩
は
肥
後
と
の
国
境
を
厳
重
に

見
張
る
為
、
関
所
を
設
け
ま
し
た
。「
野
間
の
関
」
で
す
。 

「
♬
一
つ
と
せ
、
肥
後
の
加
藤
が
来
る
な
ら
ば
、
煙
硝
肴

に
団
子
会
釈
。
二
つ
と
せ
、そ
れ
で
も
き
か
ず
に
来
る
な

ら
ば
、
首
に
刀
の
引
出
物
」
と
唄
わ
せ
「
い
つ
で
も
来
い
」

と
い
う
気
概
を
見
せ
ま
し
た
。
一
方
肥
後
を
治
め
る
加

藤
清
正
は
熊
本
城
を
築
き
、
石
垣
は
「
武
者
返
し
」「
ね

ず
み
返
し
」
と
呼
ば
れ
、
ね
ず
み
も
登
れ
な
い
程
と
言
わ

れ
ま
す
。
江
戸
時
代
こ
の
関
所
で
留
め
ら
れ
た
人
は
高

山
彦
九
郎
、
坂
本
竜
馬
、
僧
月
照
な
ど
お
り
、こ
ん
な
人

ま
で
！
と
び
っ
く
り
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

《
境
川
・
境
橋
》 

野
間
の
関
址
か
ら
北
へ
１
０
分
程
（
５
ｋ
）
行
く
と
境
川

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
薩
摩
と
肥
後
の
国
境
。
東
西
に
流

れ
る
川
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
石
が
積
み
重
な
っ
て
、
江
戸
時
代

を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
当
時
は
橋
は
な
か
っ
た
わ
け
で

す
が
、
明
治
に
な
っ
て
石
橋
が
架
け
ら
れ
、
今
は
自
由
に

通
れ
ま
す
。
橋
の
す
ぐ
上
を
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
が
通

り
、
古
い
時
代
と
現
代
が
融
合
し
た
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。 

                     

                              

厳
さ
で
有
名
な
野
間
の
関 

肥
薩
国
境
・
境
川
境
橋 

戦
国
時
代
を
生
き
た
宰
相
夫
人
（
実
窓
夫
人
） 

 

戦
国
武
将
の
島
津
義
弘
は
三
回
結
婚
し
て
い
ま
す
。 

最
初
の
妻
は
永
禄
三
年
（
１
５
６
０
）日
州
飫
肥
の
伊
東

氏
と
対
峙
し
て
い
た
時
、
北
郷
忠
孝
の
娘
と
結
婚
し
、

長
女
御
屋
地
を
儲
け
て
い
ま
す
。
二
番
目
の
妻
は
肥
後

人
吉
の
相
良
氏
の
娘
と
い
わ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
と
も
双

方
の
お
家
の
事
情
で
結
婚
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

妻
は
じ
き
に
帰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
三
番
目
の
妻
が
宰
相
夫
人
と
い
わ
れ
、
今
の
鹿

児
島
市
小
野
町
の
園
田
清
左
衛
門
の
娘
で
す
。
小
さ
な

川
で
大
根
を
洗
っ
て
い
る
女
の
子
に
「
う
ん
ま
か
そ
う

な
大
根
じ
ゃ
」
と
声
を
か
け
た
の
が
き
っ
か
け
な
の
だ

と
か
。 

義
弘
は
永
禄
七
年
（
１
５
６
４
）日
州
真
幸
院
（
え
び
の
）

に
移
り
、
二
十
六
年
間
住
み
、
宰
相
夫
人
と
の
間
に
五

男
一
女
を
も
う
け
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
は
戦
い
に
明

け
暮
れ
、
女
性
は
子
供
を
産
ん
で
も
明
日
の
命
の
保
障

も
な
い
ま
ま
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
宰
相
夫
人
は
長
男
、
二
男
、
四
男
、
五
男

を
亡
く
し
、
男
子
で
只
一
人
残
っ
た
の
が
三
男
忠
恒
（
家

久
）
だ
け
で
し
た
。
そ
し
て
「
お
下
」
と
い
う
女
子
も
伊

集
院
忠
真
に
嫁
ぎ
ま
す
が
、
忠
真
は
乱
を
起
し
家
久
に

殺
さ
れ
、そ
の
一
族
も
皆
殺
し
に
さ
れ
る
と
い
う
悲
惨

な
運
命
を
た
ど
り
ま
す
。 

戦
国
時
代
と
は
い
え
宰
相
夫
人
の
心
は
深
く
傷
つ
き
、

計
り
知
れ
な
い
闇
の
中
に
沈
ん
で
い
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
妻
に
義
弘
は
せ
っ
せ
と
手
紙
を
出
し
続

け
る
の
で
し
た
。 

 

出
水
兵
児
修
養
掟 

士 し

ハ
節
義
を
嗜

た
し
な

み
申
す
べ
く
候
。
嗜
み
と
申
す
も
の

は
口
に
偽
り
を
言
ハ
ず
身
に
私
を
構
へ
ず
、
心

直
す
な
お

に

し
て
作
法
乱
れ
ず
、
礼
儀
正
し
く
し
て
上 か

み

に
諂

へ
つ
ら

ら
ハ

ず
下 し

も

を
侮 あ

な

ら
ず
人
の
患
難

か
ん
な
ん

を
見
捨
て
ず
、
己
が
約
諾

や
く
だ
く

を

違
え
ず
、
甲
斐
か
い
し
く
頼
母

た

の

も

し
く
、
苟 か

り

且 そ
め

に
も
下 し

も

様 ざ
ま

の
賤 い

や

し
き
物
語
り
悪
口
な
ど
話
の
端 は

し

に
も
出
さ
ず
、

譬
た
と
え

恥
を
知
り
て
首
刎 は

ね
ら
る
ゝ
と
も
、
己
が
為
す
ま

じ
き
事
を
せ
ず
、
死
す
べ
き
場
を
一
足
も
引
か
ず
、
其

心
鐵 て

つ

石 せ
き

の
如
く
、
又
温
和
慈
愛
に
し
て
、
物
の
哀
れ
を

知
り
人
に
情
あ
る
を
以
て
節
義
の
嗜
み
と
申
す
も
の

也
。 
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歴史よもやま話 本年８月以降 

R7/08/28 ９２回黒豚の歴史 講師 今井俊子 

09/25 ９３回からいもは世界」を救う 講師 今井俊子 

10/23 ９４回肥薩国境を越えて 講師 今井俊子 

11/27 ９５回大河ドラマ豊臣兄弟の前に 講師 今井俊子 

街歩き  本年８月以降 

R7/09/18 ９０回西郷さんをしのんで 今井俊子 

10/09 ９１回旧鹿児島刑務所から小松別邸 今井俊子 

11/06 ９２回水上坂から西郷家墓地 今井俊子 

12/02 ９３回桐野利秋と南洲墓地 今井俊子 

知るを楽しむバスツアー 本年８月以降 

R7/10/04 阿多カルデラとジオでわかる指宿の歴史 

11/29 豊臣秀吉と薩州家そして国境を護った出水兵児 

 

 

 

  

 

          

大隅国府跡 
国分祓戸神社前に下記の碑 

713年大隅国が建国され、

国府が置かれました。 

来年３月ツアーで探検しま

すでに 

 

郡山ふるさとを学ぶ会 

日新柱(伊作小保存) 

 

編集後記   

本性でしょうか、毎度付焼き刃で変わり映えしま
せん。早くから準備しないといけません。時間は
たっぷりとあるのですから。 

編集責任者 今井征男 

 

 ２０２6 年度の事業カレンダー    １２/２0（土）現在の予定表です。変更になる場合があります 

 回 月 日 曜 カテゴリー テーマ 

歴史よもやま話 10:00～11:40  会場 市福祉プラザ 4F小会議室 資料代 200 円 要予約 27 名限定 

 前年度 1 22 木 96 回歴史よもやま話 島津登志子氏講座～島津忠義邸へ行幸啓の一考察 

前年度 2 26 木 97回歴史よもやま話 日新公・貴久公と四兄弟 

前年度 3 26 木 98 回歴史よもやま話 四兄弟と三州統一 

1 4 23 木 99回歴史よもやま話 家久上京と信長・光秀、石見銀山 

2 5 28 木 100回歴史よもやま話 九州制覇に挑む四兄弟 

3 6 25 木 101回歴史よもやま話 豊臣兄弟と島津四兄弟 

4 7 23 木 102回歴史よもやま話 朝鮮の役と薩摩の若者たち、そして伊集院忠棟 

5 8 27 木 103回歴史よもやま話 関ヶ原の戦い 

6 9 17 木 104回歴史よもやま話 島津家の家督争い 

7 10 22 木 105回歴史よもやま話 義弘の晩年と関ヶ原後日談、妙円寺参りの歌 

8 11 26 木 106回歴史よもやま話 来年は西郷生誕２００年・没後１５０年 

街歩き   10:00～12:30  会費 1,000 円(資料代、保険代含む) 2 日前までに要予約 15 名限定 

 前年度 3 19 木 第 94回街歩き 加治屋町から高麗橋・武之橋巡り 

1 4 23 木 第 95回街歩き 山川石のお墓・島津本家菩提寺福昌寺跡巡り 

2 5 14 木 第 96回街歩き 三方限（上之園・高麗・荒田）と松方正義巡り 

3 9 17 木 第 97回街歩き 西南戦争と西郷＝＝城山・終焉の地・私学校跡・銅像 

4 10 22 木 第 98回街歩き 島津重豪が造った天文館・金生町 

5 12 2 火 第 99回街歩き 桐野利秋と南洲墓地の若者たち 

バスツアー 

 前年度 1 17 土 原口泉教授の野外歴史教室 志布志の繁栄の謎解き歴史と港湾コンビナート 

前年度 3 21 土 国分・古代 古事記・日本書紀から国分の古～い神社と・・・・ 

1 4 25 土 戦国島津氏・えびの 義弘と愛妻とのえびのの２６年間、満開のキリシマツツジ 

 


